






最新の内閣府データ（2018）によると、日本は 2010 年に 65 歳以上の人口割合が 21% を超
えて超高齢社会を迎え、2017 年には高齢化率が 27.7% に達している。2025 年には死亡者数
150 万人を超える状況が続くと推計され、多死社会は現実となりつつある。厚生労働省報告書




























死という言葉を用いる（片桐 2014、蓮実 2015、宮下 2017）。米国では尊厳死という語により
肯定的な価値が与えられているのだ。近年、尊厳死は「死にゆく過程」に対する注目から、
自分の死に方を自分で決めたいという現代的な傾向（田代 2016）として理解されるようにな




















































































































































4 4 4 4
」
をさせられている











































































【自己決定】 【自己決定権】 【尊厳のあり方】 【尊厳の志向性】









































































「自己決定権」は法的に承認される（National Health Commission Office of Thailand 2007, 
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本稿は、平成 24 ～ 25 年度の文部科学省「科学研究費若手ｂ」によって助成された研究活動
によるデータを取りまとめたものである。また、本稿は平成 28 年度よりスタートした国立民
族学博物館（大阪）における学際的な共同研究「現代日本における『看取り文化』の再構築
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